
荒川区の一人ぐらし高齢者
2020年 2015年 2010年

単身高齢者数 15,281 12,576 10,870
高齢者人口比 30.3% 25.7% 24.5%
高齢者人口 50,411 48,930 44,416

なし 27.9%

週1日以下 7.1%

週1̃ 2日 9.9%

週3～4日 7.1%

ほぼ毎日 42.8%

無回答 5.2%

家族介護について
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荒
川
区
は
、
昨
年
10
〜
12
月

に
か
け
て
第
10
期
高
齢
者
プ
ラ

ン
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
、
①
65
歳
以
上
の
区

民
（
要
介
護
認
定
者
除
く
）
３

０
０
０
人
、
②
要
介
護
、
要
支

援
で
在
宅
介
護
生
活
の
区
民
２

０
０
０
人
（
い
ず
れ
も
無
作
為

抽
出
）
で
す
。
（
そ
の
他
介
護

事
業
者
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

そ
の
中
で
見
え
て
き
た
、
特

徴
的
な
内
容
や
課
題
を
見
て
い

き
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
国
民
生
活

基
礎
調
査
で
は
、

65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
い
る
世

帯
で
、
一
人
暮

ら
し
世
帯
が
32

・
７
％
と
最
高

に
な
り
ま
し
た
。

荒
川
区
で
は
、

国
勢
調
査
で
30

％
を
超
え
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
と
介
護
の
問

題
が
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て

い
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
35
・
3
％
が
一
人
暮
ら

し
で
す
。

ま
た
経
済
的
に
生
活
が
苦
し

い
が
全
体
で
は
、
30
％
台
で
す

が
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
で
は
半

数
近
く
に
及
ん
で
い
ま
す
。

荒
川
区
の
介
護
保
険
料
は
、

23
区
で
最
高
額
で
す
。
来
年
の

改
定
で
は
、
値
下
げ
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
経
済
的
理
由
で
必

要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
状

況
を
改
善
す
る
た
め
区
の
独
自

福
祉
施
策
拡
充
が
課
題
で
す
。

合
わ
せ
て
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
介
護
、
福
祉
の
相
談
活

動
と
結
ん
だ
全
数
実
態
調
査
の

実
施
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
族
介

護
を
毎
日
受
け
て
い
る
方
が
42

％
、
半
数
近
く
に
及
ん
で
い
ま

す
。
主
な
介
護
者
が
70
歳
以
上

約
４
割
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
介
護
の
た
め
に
離
職

し
た
方
が
は
１
割
。
今
後
、
働

き
な
が
ら
介
護
を
続
け
る
こ
と

が
難
し
い
と
の
回
答
は
、
２
割

近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
居
家
族
が
居
て
も
「
調
理
、

洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
」
な
ど

の
生
活
援
助
を
区
独
自
に
提
供

す
る
な
ど
の
支
援
強
化
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

定例法律相談

６月１日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

荒
川
区
役
所
横
の
日
本
庭
園
は
、

外
か
ら
も
地
下
食
堂
か
ら
も
観
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
季
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
ま
す

が
、
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
鳥
や
昆

虫
も
何
が
来
て
い
る
か
楽
し
み
で

す
。
先
日
、
二
羽
の
カ
ル
ガ

モ
が
庭
園
の
池
を
泳
い
だ
り
、

岩
の
上
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
し

て
い
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
鳥
で
は
、
サ
ギ

（
白
も
青
も
）
を
何
度
か
見

か
け
ま
し
た
が
、
カ
モ
類
は

初
め
て
で
す
。
カ
ル
ガ
モ
は
、

一
年
中
見
ら
れ
る
鳥
で
、
よ

く
親
子
で
道
を
横
断
し
て
い

る
姿
が
ニ
ュ
ー
ス
に
流
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
遠
い
先
で
す

が
、
区
役
所
の
建
て
替
え
に
当
た
っ

て
も
自
然
と
の
調
和
、
今
あ
る
自

然
環
境
を
ど
う
保
全
し
豊
か
に
す

る
か
す
る
か
…
問
わ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

横
山
幸
次 裏面 庁舎整備計画の策定委員会の議論…など

政府は、2027年度の介護保険制度見直しを進めようとしています。

内容は、①２割負担の対象拡大、②ケアプラン有料化、③要介護１

・２の「生活援助」の自治体事業へ移行―などの改定案を来年の通

常国会に提出するため、審議を急いでいます。また、「消滅危機」

が指摘されている過疎地の訪問介護について、人員基準の緩和を打

ち出しました。

日本共産党は、こうした「保険あっ

て介護なし」をさらにひどくする介護

サービス削減と負担増に反対です。

問題の解決には、当面、公費負担５

割のうち、国の負担25%を35％に引上

げ、公費負担を６割にしないと今日出

ている問題は解決されません。

こうした声と運動を荒川区からも広

げていきましょう。



新
庁
舎
整
備
に
向
け
、
副
区

長
、
有
識
者
、
区
民
、
区
議

（
日
本
共
産
党
区
議
団
は
横
山

が
委
員
で
参
加
）
計
18
人
に
よ

る
「
新
庁
舎

整
備
基
本
構
想

・
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
で

の
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
地
建
て
替
え

（荒
川
公
園
内
に
）

委
員
会
は
、
建
設
地
に
つ
い

て
本
庁
舎
前
の
荒
川
公
園
を

「
最
適
地
」
と
し
、
他
の
区
有

地
や
民
有
地
は
「
実
現
性
が
極

め
て
低
い
」
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
経
費
縮
減
の
た
め
仮
庁
舎

は
設
置
せ
ず
、
工
事
中
も
現
庁

舎
や
北
庁
舎
を
利
用
、
新
庁
舎

完
成
後
に
解
体
し
、
荒
川
公
園

の
再
整
備
を
行
な
う
計
画
で
す
。

公
園
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

現
在
の
都
市
公
園
と
し
て
の
荒

川
公
園
の
面
積
な
ど
確
保
す
る

こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の

た
め
、
区
は
、

現
北
庁
舎
な

ど
も
含
め
て

一
体
的
な
整
備
を
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

北
庁
舎
、
分
庁
舎
な

ど
出
先
も
統
合

新
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
当
初
案
に
「
交
流
」
「
あ

ら
か
わ
ら
し
さ
」
を
加
え
、
区

民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ

な
ど
「
集
ま
る
場
所
づ
く
り
」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

現
状
の
区
民
相
談
や
執
務
ス

ペ
ー
ス
の
拡
充
、
北
庁
舎
や
分

庁
舎
な
ど
分
散
し
て
い
る
機
能

の
集
約
と
と
も
に
「
集
ま
る
場

所
」
も
加
味
さ
れ
、
新
庁
舎
の

高
層
化
・
大
規
模
化
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

し
か
し
狭
隘
な
面
積
し
か
な

い
中
で
の
庁
舎
建
設
で
す
か
ら
、

庁
舎
内
に
「
イ
ベ
ン
ト
空
間
」

な
ど
整
備
で
き
る
の
か
、
慎
重

な
検
討
が
必
要
で
す
。

方
針
で
は
「
建
設
及
び
維
持

経
費
等
の
縮
減
」
の
必
要
性
も

記
載
さ
れ
て
お
り
、
将
来
を
見

据
え
、
広
く
区
民
の
声
を
聴
い

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
は
「
魅
力

を
ひ
ら
く
…
」で
す
が

基
本
理
念
は
、
「
あ
ら
か
わ

の
魅
力
を
ひ
ら
き
、
す
べ
て
の

人
に
や
さ
し
い
、
未
来
と
つ
な

が
る
庁
舎
」
。
議
論
で
は
、

「
１
０
０
年
使
う
庁
舎
…
機
能

的
、
長
寿
命
、
維
持
し
や
す
さ
」

な
ど
シ
ン
プ
ル
で
時
代
や
流
行

に
流
さ
れ
な
い
建
物
が
必
要
だ

と
求
め
ま
し
た
。

今
後
区
民
の
声
を
十
分
聞
き

計
画
を
策
定
し
つ
つ
、
建
築
費

高
騰
な
ど
考
慮
し
、
現
庁
舎
を

よ
り
長
く
使
う
必
要
性
も
出
て

き
ま
す
。
ま
た
同
時
並
行
の
学

校
建
替
え
も
あ
り
、
教
育
環
境

整
備
を
優
先
す
る
行
財
政
運
営

高市内閣が、一片の「閣議決定」で強行した殺傷兵器の輸出解

禁に、大きな反対の声が広がっています。３月の毎日新聞の調査

では、男性は賛成反対を若干上回りましたが、女性は、圧倒的に

「反対」が多数

です。「９条改

憲反対」の国会

デモに若い女性

の姿が多いのも

うなずけます。

都内の2026年の麻しん（はしか）患者数は239人（5月

14日までの速報値）で、過去10年で最多を更新。今後も

流行拡大が懸念されます。荒川区ではまだ、麻しんの発

生は確認されていません。

東京都は、麻しんの急激な感染拡大を受け、5月18日

より無料でワクチン接種を受けられる「ワクチン緊急接

種事業」を開始しました。

緊急接種の必要性があると認められた麻しん患者との

接触者（麻しん患者との接触から72時間以内など条件あ

り）のうち、希望する人を対象とします。

【問合せ】健康推進課予防接種係

電話03-3802-3111 内線3901

新庁舎整備論点の一つに、庁舎へのアクセス、交通機関が今の

ままで良いのか、という問題もあります。誰もが気軽に立ち寄れ

る、交流機能などが整備方針に入っています。議論の中では、デ

ジタル化によって「行かない窓口」への進化を求める声もありま

す。これも大事なことですが、やはり、専門的な相談はもとより、

区民の「困った」に寄り添って解決する顔の見える窓口機能も同

時に重要です。将来サンパール荒川を荒川公園内で建て替える構

想も出ています。なおさら交通手段の充実が必要です。近くには

ゆいの森もあります。台東区の「めぐりん」のように、区役所を

中心に区の主要公共施設や暮らしに欠かせない医療、福祉、交流

施設、鉄道駅など本格的に結ぶ地域交通の計画を作

り、実現を求めたいですね。高齢になっても、障害

があってもどの施設も利用できる「権利」を保障す

ることこそ自治体＝荒川区の責務だと思うのですが。

庁舎整備の基本方針
▽区民サービス ▽防災 ▽機能的・効

率的▽長寿命化 ▽環境への配慮

プラス☆交流機能 ☆荒川らしさを追加


